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(7) 塵芥焼却設備

容I巨大掃除に伴ない発生するI!lí:芥を焼却するためのもので，

必援に応じて洗じよう線と焼却炉開に塵芥五I!倣j 目指Iì泊または述

搬俄械設備，~設ける。(中山隆)

き e くし々そうし 伊 じよう 客車操車場 (英lcoach yard 

省: 111を収容し旅客列車の仕立 ・ 組替 ・ 整日ií をするために駅か

ら独立して設けられた場所。

l 操車場の位1i1 終端停車場，述書~f，;qU，j;l ， 分岐停車場等

においてはもちろん，中間停車場においても折返運転をするよ

うな場合においては， 客111を一時収容し，または旅客列車の仕

立 ・ 編成替 ・ "1:(岡の検査等をするため相当数の客車収容総を必

嬰とする場合がある。 と くに鉄道輸送の中心地においてはこれ

らの収容線の数も多くなり ， これに伴なう 官官設備もまた大規模

となり，相当の前íß'iを要することとなる。したがって大都市等

に;おいてこれらのために十分な而僚を得る こと が図燥な場合に

おいては， これを停車場から分離して土地の得易い場所に独立

して設けることになるわけである。

したがって客車操車場と旅客停車場との 1，.[1には密接な述絡が

必裂であるから，なるべくその距雌を近 く することが望ま しい

のであるが，大郷市においては旅客停車場の付近に大なる fml'i'1

を得ることが閤燦なため， やむを得ず相当の距離を隔てて設け

ることがある。こ の場合には両者聞に特別の述絡線路を設け，

答JI1の回送に専用する場合がある。わが国主主E客1li操車場の同

送距離を挙げるとつぎのとおり である。
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所定の巡行を終えた終着列車は操事場に入り っきーの よ うに処

!'J! される。 すなわち (1) まず後続列車の進入を妨げないよう

にすみやかに他の線に移されなくてはならない (2) ili 同は:I.~

途の巡行によ って111体の要部に陸自椛の弛緩，摩耗， tJ-l f弘あるい

はれltß旨の欠乏等を生じているから，これに対しつぎの巡 1 1 に耐

えうる よ う必姿な点検ならびに修llI! ・ 干ifI*，合空手を行わなくてはな

らない (3) 車両の外部は煤煙等により ， 内部は3話集;のi立殺し

た際物等のためによごされているから， これを消締または洗じ

ょう する必要がある (4) 季節的あるいは時間的運輸数量の増

減に対応して列車単位の編成替を行わな 〈 てはならない (5) 

食堂11i，寝台Iliおよび展望車等の特殊車両に対して材料の積込

み ・ l刷 11 し ， 寝具の交換 ・ 洗たく ， 車両の転向等の特別作業を

行わねlまならない。

以上のような作業は列車の性絡によ っ てそれぞれ必裂な部分

のみが行われれば十分て'あるので，燥車場内における作業は一

般につぎの順序のいずれかである。
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も っ と も簡単なものは歪11芳一→ 洗縦 ( じよ う)ー→出発で組替

を行う必裂もなく，決じよう後ただちに出発線に入れてつぎの

追1!1J に移るものである。したがって客車線車場は車両迎用表を

十分研究して作 られる。 したが って操車場においては圭IIXíから

出発ま での構内作業の し 、かな る場合に対しても ， 自凶自主Eに操

lliできる西日紛が望まれるわけである。とくに答事操111絡の配線

は折返し運転をiì!l:少限度に止めるよう考慮されているe 客車操

]11場では" f' fjIliIiï線および Jj'/結革関係線路を除き， その他の線路

は列車を単位として作業が行われることが原則である。 旅客列

車は)lli~返上の安全および駅作業の能率等を考慮に入れて ， だい

たい一定の JI闘停を定めている。 すなわち答率 ・ 小荷物車等の連

結位|置を各列車とも一定にしておけば，各駅における旅客の予定

|晦 ， 手小荷物および郵使物の積卸等に対する設備が一定の関係

位tìïを保ち，作業能率がし、ちじるしく向上されることになる。

しかもなお旅客列車の編成としては本編成と付属編成に分けら

れ， 本編成は列平の巡転全区間にわたって列車編成の基準とな

り ， 常時一鮮として巡行する客1111洋であり ，付属編成は本編成

と 異なる主I!用によ り本編成に付属して巡則する客車で，定WI l1Y/

結1li と臨時均結専の 2 つに分けられる。国鉄においては列車編

成の使宜上編成11闘停を決めている。 すなわち列車編成基準駅を

指定し，その基準駅に向 ってつぎの順序に車両を配 îi1してい

る 。
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